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（５）長周期地震動 

ア．観測された長周期地震動階級 

 この地震により、中国地方、四国地方、近畿地方、中部地方の広い範囲で長周期地震動階級１以上が

観測された（図５－１）。鳥取県中部では最大の長周期地震動階級３を観測し、大阪府南部、兵庫県北

部、鳥取県西部、徳島県北部では長周期地震動階級２となった。中国地方で長周期地震動階級３を観測

したのは平成 25 年３月の長周期地震動に関する観測情報（試行）発表開始以来初めてである。長周期

地震動階級１以上が観測された地域・地点とその階級及び震度を表５－２に示す。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※長周期地震動階級に関する詳細は、

地震・火山月報（防災編）平成 27年 12

月号「付録 10．長周期地震動階級関連

解説表」を参照。 

 

 

 

 

図５－１ 長周期地震動階級１以上が観測された地域 

表 

表５－１ 長周期地震動階級関連解説表

階級３ 鳥取県中部 

階級２ 大阪府南部 兵庫県北部 

鳥取県西部 徳島県北部 
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 2016 年 10 月 21 日 14 時 07 分 鳥取県中部 北緯 35度 22.8 分 東経 133 度 51.3 分深さ 11km M6.6 

都道府県 地域 地点 長周期地震動階級 震度 

鳥取県 鳥取県中部 倉吉市岩倉長峯 ３ ５弱 

大阪府 大阪府南部 関西国際空港 ２ ２ 

兵庫県 兵庫県北部 豊岡市桜町 ２ ４ 

鳥取県 鳥取県西部 境港市東本町 ２ ４ 

徳島県 徳島県北部 吉野川市鴨島町 ２ ３ 

長野県 長野県中部 諏訪市湖岸通り １ ２ 

愛知県 愛知県西部 愛西市稲葉町 １ ２ 

滋賀県 滋賀県南部 近江八幡市桜宮町 １ ３ 

大阪府 大阪府南部 岸和田市岸城町 １ ２ 

大阪府 大阪府南部 大阪堺市中区深井清水町 １ ２ 

兵庫県 兵庫県南東部 神戸中央区脇浜 １ ３ 

兵庫県 兵庫県南東部 西宮市宮前町 １ ３ 

兵庫県 兵庫県南東部 加古川市加古川町 １ ３ 

鳥取県 鳥取県東部 鳥取市吉方 １ ５弱 

島根県 島根県東部 出雲市今市町 １ ４ 

島根県 島根県東部 松江市西津田 １ ３ 

島根県 島根県隠岐 隠岐の島町西町 １ ４ 

島根県 島根県隠岐 隠岐の島町山田 １ ４ 

徳島県 徳島県北部 徳島市大和町 １ ３ 

高知県 高知県東部 安芸市西浜 １ ３ 

表５－２ 長周期地震動階級１以上が観測された地域・地点 
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イ．地震波形等 

  図５－２に、この地震で長周期地震動階級３が観測された倉吉市岩倉長峯における地震波形、絶対

速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトルを示す。 

 

長周期地震動階級３が観測された倉吉市岩倉長峯は震源近傍に位置し、比較的短い周期の地震波が卓

越しており、周期区分で１秒台の長周期地震動階級データが階級３となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５－２ 倉吉市岩倉長峯で観測した波形、絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル 

（加速度波形、速度波形は 14:07:10 から１分間を示している） 
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図５－２の説明 

① 観測点名、地域名称、地震波形の観測時間、観測点における震度、観測点における長周期地震

動階級、観測点における周期区分別の長周期地震動階級データの最大値。周期区分は、周期 1.6

秒～周期 1.8 秒を１秒台、周期 2.0 秒～周期 2.8 秒を２秒台、周期 3.0 秒～周期 3.8 秒を３秒

台、周期 4.0 秒～周期 4.8 秒を４秒台、周期 5.0 秒～周期 5.8 秒を５秒台、周期 6.0 秒～周期

6.8 秒を６秒台、周期 7.0 秒～周期 7.8 秒を７秒台と表示している。 

② 絶対速度応答スペクトルグラフ。横軸は周期（秒）、縦軸は速度応答値（単位は cm/sec）で、

NS（赤）、EW（緑）、UD（青）の３成分及び水平動合成（黒）について表示した。減衰定数 5％

はビルの設計に一般的に用いられている値である。 

③ 絶対加速度応答スペクトルグラフ。横軸は周期（秒）、縦軸は加速度応答値（単位は cm/sec/sec）

で、NS（赤）、EW（緑）、UD（青）の３ 成分及び水平動合成（黒）について表示した。減衰定

数 5％はビルの設計に一般的に用いられている値である。 

④ 加速度波形表示。成分は、上から南北成分（NS）、東西成分（EW）、上下成分（UD）である３成

分とも同じ縮尺で示す。 

⑤ 速度波形表示。表示は④と同じ。 


